




○種類株式の配当の状況
普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る1株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

0 00 6 67 6 67

0 00 6 17 6 17

第3四半期末 期　末 合計

（Ａ種優先株式）

－ －

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末

－

－

 28年３月期

 29年３月期

 29年３月期（予想）
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

　　　当第１四半期の連結経営成績につきましては、以下のとおりとなりました。

　　　経常収益は、国債等債券売却益の増加等により、前年同四半期に比べ16百万円増加し、51億89

　　百万円となりました。

　　　経常費用は、有価証券関係損失の増加等により、前年同四半期に比べ３億18百万円増加し、38

　　億71百万円となりました。

　　　この結果、当第１四半期の経常利益は、前年同四半期に比べ３億１百万円減少し、13億18百万

　　円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期に比べ１億65百万円減少し、９

　　億54百万円となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

　　　当第１四半期の連結財政状態につきましては、以下のとおりとなりました。

　　　総資産は、前連結会計年度末に比べ93億19百万円増加し、7,820億45百万円となりました。

　　　預金は、個人預金の増加等により、前連結会計年度末に比べ98億３百万円増加し、7,258億85

　　百万円となりました。

　　　貸出金は、中小企業貸出や個人ローン等を中心に増強を図った結果、前連結会計年度末に比べ

　　６億63百万円増加し、5,733億83百万円となりました。

　　　有価証券は、前連結会計年度末に比べ43億46百万円減少し、1,015億66百万円となりました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

　　　平成28年５月10日に公表しました業績予想に変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　　　該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 　（会計方針の変更）

　　　　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の

　　　取扱い」（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、

　　　平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定

　　　額法に変更しております。

　　　　なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であり

　　　ます。

 　（会計上の見積りの変更）

　　　退職給付引当金の過去勤務債務及び数理計算上の差異の費用処理年数の変更

　　　　退職給付引当金の過去勤務債務及び数理計算上の差異の費用処理年数について、従来、従業

　　　員の平均残存勤務期間内の一定の年数（12年）で費用処理しておりましたが、平均残存勤務期

　　　間がこれを下回ったため、当第１四半期連結会計期間より費用処理年数を10年に変更しており

　　　ます。

　　　　これにより、従来の費用処理年数によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間の経常利

　　　益、税金等調整前四半期純利益は、それぞれ31百万円減少しております。

（３）追加情報

　　　　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年

　　　３月28日）を当第１四半期連結会計期間から適用しております。
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（３）継続企業の前提に関する注記

　　　該当事項はありません。

　

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　　該当事項はありません。
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４.平成29年３月期　第１四半期決算説明資料

 （1）　損益の状況（単体）
　　　 (単位：百万円）

1,300

900

平成28年３月期

第１四半期

（３ヶ月間）

平成29年３月期

第２四半期予想

（６ヶ月間）

2,463

1,355

平成29年３月期

第１四半期

（３ヶ月間）

△ 377 272

43

3,598△ 0

△ 179

与 信 関 係 費 用 （ ① ＋ ② － ③ ） △ 131 176 △ 307

四 半 期 （ 中 間 ） 純 利 益

法 人 税 等 合 計

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

△ 11 25

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③ 146 △ 187 333

う ち 不 良 債 権 処 理 額 ②

特 別 損 益

臨 時 損 益 △ 77

人 件 費

物 件 費

税 金

2,506

う ち 国 債 等 債 券 損 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ① －

△ 86△ 93

業 務 純 益

△ 2

1,312

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

14

△ 105う ち 株 式 関 係 損 益

経 常 利 益

税 引 前 四 半 期 純 利 益

542

△ 2781,315

141

343 1,050

－

1,393

923

△ 1

前年同期比

3,899

1,393

△ 619

△ 83

3,598

478480

3,514

3,5123,429

385

952

240

360

119

2

469

業 務 粗 利 益

1,364

982

159

（ コ ア 業 務 粗 利 益 ）

資 金 利 益

そ の 他 業 務 利 益

役 務 取 引 等 利 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

△ 125

18

343

－

1,048

16 966

9

△ 1

△ 180

コ ア 業 務 純 益

1,593

1,050

467 2

420

72

1,591

47

△ 279

△ 147 1,099

△ 132 492

896

750
690

1,048

1,593

1,099

923

1,315

952

0

300

600

900

1,200

1,500

1,800

コア業務純益 経常利益 四半期純利益

26年6月期

27年6月期

28年6月期

損益の推移（単体）単位：百万円
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（2）　金融再生法開示債権

　（部分直接償却は実施しておりません。）

①単体 （単位：百万円）

②連結 （単位：百万円）

（3）　自己資本比率（国内基準）（連結）
　（参考）

　　　　　総与信合計（Ｂ）

　　　　　合　計（Ａ）

要管理債権

危険債権

　　　　　合　計（Ａ）

正常債権

　　　　　総与信合計（Ｂ）

開示債権比率（Ａ/Ｂ）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

△ 109

2,181

△ 2,597

6,586

20,459

7,182

平成28年6月末
27年6月末比 28年3月末比

13,878

△ 338

△ 376

34,227

△ 396

△ 1,111

545,235

平成28年3月末

13,353

6,924

20,835

7,578

平成27年6月末

6,695

18,278

9,779

△ 526

579,463

△ 109

平成28年6月末

△0.23%

27年6月末比

※　当行は部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合の平成28年６月末の開示債権比率は、5.45％となります。

6,924

6.13% 6.09%

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 △ 338

5.90% △0.19%

28年3月末比

6,586

21,718

（注）　上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

9,779 7,578

36,021

6.13% △0.24% △0.19% 6.37%開示債権比率（Ａ/Ｂ）

正常債権

8.4％程度

※　当行は部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合の平成28年６月末の開示債権比率は、5.68％となります。

平成28年3月末（実績）

8.24%連結自己資本比率

平成28年9月末（予想値）

578,484

△ 1,113

14,264 1,335

13,730 221

△ 53435,487

△ 2,597 △ 3967,182

2,172

542,997

△ 379

35,338

544,130

579,469

528,733

19,546

1,105

△ 6

531,357

566,110

34,753

22,097

6,695

平成28年3月末平成27年6月末

6.32%

36,600

541,662

564,754 578,263

㈱南日本銀行（8554）平成29年３月期　第１四半期決算短信

－ 8 －



（4）　時価のある有価証券の評価差額　（連結）

　（単位：百万円）

株式

債券

その他

　（単位：百万円）

（5）　預金・貸出金の残高　（単体）
（単位：百万円）

（6）　預り資産残高
（単位：百万円）

3,904 2,648公共債 2,325 △ 1,579 △ 323

2,713 214 

760 1,102 341 

2,360 2,370 9 

103,537 5,621 6,187 565 

78,461 

時価 　評価差額

うち益 うち損

7,005 

　　　2.　なお、満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

　評価差額

平成27年6月末

時価 　評価差額

平成28年6月末

時価

うち益 うち損

平成28年3月末

うち益

平成28年3月末

　含み損益 　含み損益 　含み損益帳簿
価額 うち損うち益

預　金　（末残） 726,009

平成28年6月末 平成27年6月末

帳簿
価額

帳簿
価額 うち損うち益 うち損

175,271

7 8 1,656 1,248 10 14 △ 2 

平成28年6月末

3 

28年3月末比

平成28年6月末 平成27年6月末
27年6月末比 28年3月末比

16,021 9,739 709,988

3,794 △ 3,640

3,879 

2,320 237 

平成28年3月末

10 1,251 14 6 

平成27年6月末
27年6月末比

18,070 

712 103,740 

960 1,002 

7,851 

19,524 3,234 3,387 

3,657 315 780 

4,045 494,516

8,269 417 

464 11,248 

17,836

221 

13,968 435 560,394

13,649 900 524,342

うち益 うち損

574,362

537,991

99,199 5,168 5,880 

うち法人預金 179,065

うち中小企業・個人向貸出

その他有価証券

満期保有目的
の債券

貸　出　金　（末残）

76,064 2,769 2,779 

うち個人預金 512,352

6,011 

投資信託 18,394 △ 3,154 △ 1,906

合　　計 82,380 5,208 △ 472

個人年金保険等 61,660 9,940 1,756 51,720 59,904

716,270

508,307

182,705

573,927

21,548 20,300

平成28年3月末

537,091

82,85277,172

　（注）1.　「評価差額」は、各連結会計期間末日時点の帳簿価額(償却原価法適用後、減損処理後)と時価との差額を計上して
　　　　おります。ただし、株式及び受益証券については各連結決算月の１ヵ月平均に基づいた市場価格等に基づく
　　　　　　時価との差額を計上しております。

10 72,967 

17,123 2,083 

42 

153 2,499 
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